
(57)【要約】

【課題】負荷側の必要な流量に合わせて、任意に吐出量

を制御でき、エネルギーロスを少なくする可変容量型ベ

ーンポンプを提供することである。

【解決手段】ボディ１に、偏心量を可変にしたカムリン

グ４を組み込み、このカムリングの偏心位置によって吐

出量が変化するとともに、組み込み穴２５にスプリング

２６とスプール２７とを組み込んだ制御バルブＢを備え

、上記制御バルブは、オリフィス２１前後の差圧を一定

に保ってカムリングの偏心位置を制御する構成にした可

変容量型ベーンポンプにおいて、上記制御バルブに組み

込んだスプリングに、軸方向に移動可能なロッド２１を

備えたソレノイド４２を連係するとともに、このソレノ

イドへの通電量を制御するコントローラ４５を備え、上

記ロッドの移動によって上記スプリングのイニシャル弾

性力を調整する構成にした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ボ デ ィ に 、 偏 心 量 を 可 変 に し た カ ム リ ン グ を 組 み 込 み 、 こ の カ ム リ ン グ で 、 そ の 外 周 に 第
１ 圧 力 室 と 第 ２ 圧 力 室 と を 区 画 し 、 ポ ン プ の 吐 出 側 と 負 荷 と の 間 に 設 け た オ リ フ ィ ス と 、
端 部 を そ れ ぞ れ 第 １ 、 第 ２ の パ イ ロ ッ ト 室 に 臨 ま せ た ス プ ー ル を 組 み 込 む と と も に 、 第 ２
パ イ ロ ッ ト 室 側 か ら 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 側 へ 弾 性 力 を 作 用 さ せ る ス プ リ ン グ を 組 み 込 ん だ 制
御 バ ル ブ と を 備 え 、 こ の 制 御 バ ル ブ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 か ら 上 記 第 １ 圧 力 室 側 へ 圧 力 を 導
く 通 路 で あ っ て 上 記 ス プ ー ル の 移 動 に よ っ て 開 閉 す る 第 １ 通 路 を 形 成 す る と と も に 、 上 記
第 ２ 圧 力 室 の 圧 力 を タ ン ク へ 抜 く 通 路 で あ っ て 上 記 ス プ ー ル の 移 動 に よ っ て 開 度 が 変 化 す
る 第 ２ 通 路 を 形 成 し 、 上 記 オ リ フ ィ ス の 上 流 側 の 圧 力 を 制 御 バ ル ブ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 に
導 く 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 と 、 オ リ フ ィ ス の 下 流 側 の 圧 力 を 上 記 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 に 導 く 第
２ パ イ ロ ッ ト 通 路 と を 形 成 し て な り 、 上 記 制 御 バ ル ブ は 、 上 記 オ リ フ ィ ス 前 後 の 差 圧 を 一
定 に 保 っ て カ ム リ ン グ の 偏 心 位 置 を 制 御 す る 構 成 に し た 可 変 容 量 型 ベ ー ン ポ ン プ に お い て
、 上 記 制 御 バ ル ブ に 組 み 込 ん だ ス プ リ ン グ に 、 軸 方 向 に 移 動 可 能 な ロ ッ ド を 備 え た ソ レ ノ
イ ド を 連 係 す る と と も に 、 こ の ソ レ ノ イ ド へ の 通 電 量 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ を 備 え 、 上
記 ロ ッ ド の 移 動 に よ っ て 上 記 ス プ リ ン グ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 を 調 整 す る 構 成 に し た 可 変 容
量 型 ベ ー ン ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
ボ デ ィ に 、 偏 心 量 を 可 変 に し た カ ム リ ン グ を 組 み 込 み 、 こ の カ ム リ ン グ で 、 そ の 外 周 に 第
１ 圧 力 室 と 第 ２ 圧 力 室 と を 区 画 し 、 ポ ン プ の 吐 出 側 と 負 荷 と の 間 に 設 け た オ リ フ ィ ス と 、
端 部 を そ れ ぞ れ 第 １ 、 第 ２ の パ イ ロ ッ ト 室 に 臨 ま せ た ス プ ー ル を 組 み 込 む と と も に 、 第 ２
パ イ ロ ッ ト 室 側 か ら 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 側 へ 弾 性 力 を 作 用 さ せ る ス プ リ ン グ を 組 み 込 ん だ 制
御 バ ル ブ と を 備 え 、 こ の 制 御 バ ル ブ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 か ら 上 記 第 １ 圧 力 室 側 へ 圧 力 を 導
く 通 路 で あ っ て 上 記 ス プ ー ル の 移 動 に よ っ て 開 閉 す る 第 １ 通 路 を 形 成 す る と と も に 、 上 記
第 ２ 圧 力 室 の 圧 力 を タ ン ク へ 抜 く 通 路 で あ っ て 上 記 ス プ ー ル の 移 動 に よ っ て 開 度 が 変 化 す
る 第 ２ 通 路 を 形 成 し 、 上 記 オ リ フ ィ ス の 上 流 側 の 圧 力 を 制 御 バ ル ブ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 に
導 く 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 と 、 オ リ フ ィ ス の 下 流 側 の 圧 力 を 上 記 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 に 導 く 第
２ パ イ ロ ッ ト 通 路 と を 形 成 し て な り 、 上 記 制 御 バ ル ブ は 、 上 記 オ リ フ ィ ス 前 後 の 差 圧 を 一
定 に 保 っ て カ ム リ ン グ の 偏 心 位 置 を 制 御 す る 構 成 に し た 可 変 容 量 型 ベ ー ン ポ ン プ を 用 い た
パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 に お い て 、 上 記 制 御 バ ル ブ に 組 み 込 ん だ ス プ リ ン グ に 、 軸 方 向 に
移 動 可 能 な ロ ッ ド を 備 え た ソ レ ノ イ ド を 連 係 す る と と も に 、 こ の ソ レ ノ イ ド へ の 通 電 量 を
制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ を 備 え 、 こ の コ ン ト ロ ー ラ に 、 車 両 の 走 行 状 況 を 検 出 す る 走 行 状 況
検 出 セ ン サ を 接 続 し 、 上 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 上 記 走 行 状 況 セ ン サ の 出 力 信 号 に 応 じ て 上 記
ソ レ ノ イ ド へ の 通 電 量 を 制 御 し 、 上 記 ロ ッ ド の 移 動 に よ っ て 上 記 ス プ リ ン グ の イ ニ シ ャ ル
弾 性 力 を 調 整 す る 構 成 に し た パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 可 変 容 量 型 ベ ー ン ポ ン プ と 、 こ の ベ ー ン ポ ン プ を 用 い た パ ワ ー ス テ ア リ ン グ
装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 車 両 の パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 用 ポ ン プ と し て 、 可 変 容 量 型 の ベ ー ン ポ ン プ が 用
い ら れ る こ と が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
従 来 か ら 用 い ら れ て い る 可 変 容 量 型 ベ ー ン ポ ン プ は 、 具 体 的 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ボ
デ ィ １ に 形 成 し た ボ ア ２ の 中 に 、 図 示 し な い サ イ ド プ レ ー ト に 積 層 し た 状 態 で ア ダ プ タ リ
ン グ ３ を 組 み 込 み 、 こ の ア ダ プ タ リ ン グ ３ の 内 側 に は 、 カ ム リ ン グ ４ を 組 み 込 ん で い る 。
そ し て 、 こ の カ ム リ ン グ ４ を 、 ピ ン ５ を 支 点 に し て 回 動 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
さ ら に 、 ピ ン ５ に 対 し て 、 位 相 を ず ら し た 位 置 に は 、 シ ー ル 部 材 ６ を 設 け て い る 。 こ の シ
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ー ル 部 材 ６ と 上 記 ピ ン ５ に よ っ て 、 カ ム リ ン グ ４ と ア ダ プ タ リ ン グ ３ と の 間 に 、 第 １ 圧 力
室 ７ と 第 ２ 圧 力 室 ８ と を 区 画 形 成 し て い る 。
な お 、 こ れ ら 第 １ 圧 力 室 ７ お よ び 第 ２ 圧 力 室 ８ の 容 量 は 、 上 記 カ ム リ ン グ ４ の 回 動 位 置 に
応 じ て 変 化 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 カ ム リ ン グ ４ の 内 側 に は 、 ロ ー タ ー ９ を 設 け て い る 。 こ の ロ ー タ ー ９ は 、 図 示 し て い
な い エ ン ジ ン に 連 係 さ せ た 駆 動 軸 １ ０ に 固 定 し て い る 。 し た が っ て 、 エ ン ジ ン を 作 動 さ せ
て 、 駆 動 軸 １ ０ を 回 転 さ せ る と 、 こ の 駆 動 軸 １ ０ と 一 体 と な っ て ロ ー タ ー ９ が 回 転 す る 。
ま た 、 上 記 ロ ー タ ー ９ に は 、 複 数 の ス リ ッ ト １ １ を 形 成 す る と と も に 、 各 ス リ ッ ト １ １ に
ベ ー ン １ ２ を 組 み 込 ん で い る 。 こ れ ら ベ ー ン １ ２ は 、 半 径 方 向 に 出 没 可 能 に 組 み 込 ま れ て
い て 、 ロ ー タ ー ９ の 回 転 に よ る 遠 心 力 お よ び ベ ー ン １ ２ の 内 側 に 位 置 す る 背 圧 孔 の 背 圧 に
よ り 、 ス リ ッ ト １ １ か ら 突 出 す る 。 そ し て 、 ベ ー ン １ ２ の 先 端 を カ ム リ ン グ ４ の 内 周 に 押
し 付 け る こ と に よ り 、 各 ベ ー ン １ ２ 間 に 複 数 の ポ ン プ 室 １ ３ が 形 成 さ れ る よ う に し て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 カ ム リ ン グ ４ は 、 そ の 内 周 を 駆 動 軸 １ ０ に 対 し て 偏 心 さ せ て い る た め に 、 駆 動 軸 １ ０
と と も に ロ ー タ ー ９ が 回 転 す る と 、 こ の 回 転 に 伴 っ て 各 ポ ン プ 室 １ ３ の 容 量 も 変 化 す る 。
そ し て 、 こ の 回 転 に 応 じ て 容 量 が 拡 大 す る ポ ン プ 室 １ ３ を 吸 い 込 み 側 と し 、 こ の 拡 大 す る
ポ ン プ 室 １ ３ に 作 動 油 が 吸 い 込 ま れ る 。 ま た 、 回 転 と と も に 容 量 が 縮 小 す る ポ ン プ 室 １ ３
を 吐 出 側 と し 、 こ の 縮 小 す る ポ ン プ 室 １ ３ か ら 作 動 油 が 吐 出 さ れ る 。 な お 、 図 ３ に お い て
、 ロ ー タ ー ９ が 左 回 転 す る と き に 、 右 上 側 か ら 左 上 側 の 範 囲 に 位 置 す る ポ ン プ 室 １ ３ ｂ が
吸 い 込 み 側 と な り 、 左 下 側 か ら 右 下 側 の 範 囲 に 位 置 す る ポ ン プ 室 １ ３ ａ が 吐 出 側 と な る 。
そ し て 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 位 置 に 設 け た 吸 い 込 み ポ ー ト １ ４ と 、 吐 出 ポ ー ト １ ５ と を 破
線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 上 記 ボ デ ィ １ に は 、 カ ム リ ン グ ４ の 位 置 を 調 整 す る 位 置 調 整 機 構 Ａ を 設 け て い る 。
こ の 位 置 調 整 機 構 Ａ は 、 ボ デ ィ １ に 形 成 し た 組 み 込 み 穴 １ ６ に プ ラ ン ジ ャ １ ７ と ス プ リ ン
グ １ ８ と を 組 み 込 み 、 第 １ 流 体 室 １ ９ を 形 成 し て い る 。 プ ラ ン ジ ャ １ ７ の 先 端 側 で あ る ア
ダ プ タ リ ン グ ３ 側 に は 、 通 孔 １ ７ ａ を 形 成 し 、 第 １ 流 体 室 １ ９ と ボ ア ２ 側 に 形 成 し た 第 ２
流 体 室 ２ ０ と を 連 通 さ せ る 。 こ の 第 ２ 流 体 室 ２ ０ は 、 吐 出 流 路 ２ ２ を 介 し て 、 パ ワ ー ス テ
ア リ ン グ 機 構 Ｐ Ｓ へ 圧 油 を 供 給 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 プ ラ ン ジ ャ １ ７ の 、 後 端 側 の 上 記 第 １ 流 体 室 １ ９ の 外 部 に は 、 絞 り 孔 ２ １ を 形 成 し 、
ポ ン プ の 吐 出 ポ ー ト １ ５ に 接 続 し た ポ ン プ 吐 出 流 路 ２ ３ を 、 こ の 絞 り 孔 ２ １ を 介 し て 第 １
流 体 室 １ ９ に 接 続 し て い る 。
ま た 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ １ ７ の 先 端 に は プ ッ シ ュ ピ ン ２ ４ を 連 係 し 、 こ の プ ッ シ ュ ピ ン ２ ４
を カ ム リ ン グ ４ に 当 接 さ せ 、 ス プ リ ン グ １ ８ の 弾 性 力 に よ っ て カ ム リ ン グ ４ を ア ダ プ タ リ
ン グ ３ の 左 側 に 押 し 付 け て い る 。
こ の 状 態 か ら 、 カ ム リ ン グ ４ が ピ ン ５ を 支 点 に し て 右 回 り に 回 動 す る と 、 プ ッ シ ュ ピ ン ２
４ を 右 方 向 に 移 動 さ せ 、 そ の 結 果 、 プ ラ ン ジ ャ １ ７ が ポ ン プ 吐 出 流 路 ２ ３ の 開 口 に 対 応 す
る 絞 り 孔 ２ １ を 狭 く す る 。 す な わ ち 、 上 記 絞 り 孔 ２ １ は 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ １ ７ の 移 動 量 に
応 じ て 、 そ の 開 口 面 積 を 変 化 さ せ る 可 変 オ リ フ ィ ス を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 方 、 ボ デ ィ １ に は 、 カ ム リ ン グ ４ の 移 動 を 制 御 す る 制 御 バ ル ブ Ｂ を 設 け て い る 。
こ の 制 御 バ ル ブ Ｂ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ボ デ ィ １ に 設 け た 組 み 付 け 穴 ２ ５ の 中 に 、 ス プ
リ ン グ ２ ６ と 、 こ の ス プ リ ン グ ２ ６ に よ っ て 、 図 に お け る 左 方 向 に 付 勢 さ れ た ス プ ー ル ２
７ と を 備 え て い る 。 こ の ス プ ー ル ２ ７ は 、 第 １ ラ ン ド 部 ２ ８ と 第 ２ ラ ン ド 部 ２ ９ と を 備 え
、 第 １ ラ ン ド 部 ２ ８ の 左 側 に は 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ を 形 成 し 、 第 ２ ラ ン ド 部 ２ ９ の 右
側 に は 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 第 １ ラ ン ド 部 ２ ８ と 第 ２ ラ ン ド 部 ２
９ と の 間 に は 、 ド レ ン 室 ３ ２ を 形 成 し 、 タ ン ク Ｔ へ 連 通 さ せ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ は 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 ３ ３ を 接 続 し 、 ポ ン プ 室 １ ３ ａ の 吐 出
圧 を 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ に 導 く よ う に し て い る 。
ま た 、 上 記 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ に は 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路 ３ ４ を 介 し て 上 記 位 置 調 整 機
構 Ａ の 下 流 側 す な わ ち 絞 り 孔 ２ １ 下 流 側 の 圧 力 を 導 い て い る 。
さ ら に 、 図 ３ の 状 態 に お い て 、 上 記 第 １ ラ ン ド 部 ２ ８ に 対 応 す る 部 分 に 、 絞 り 溝 ３ ５ を 形
成 し 、 第 ２ ラ ン ド 部 ２ ９ の 位 置 に 絞 り 溝 ３ ６ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 絞 り 溝 ３ ５ は 、 第
１ 通 路 ３ ７ を 介 し て 第 １ 圧 力 室 ７ に 連 通 し 、 上 記 絞 り 溝 ３ ６ は 、 第 ２ 通 路 ３ ８ を 介 し て 第
２ 圧 力 室 ８ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
た だ し 、 図 示 の 状 態 で は 、 上 記 絞 り 溝 ３ ５ は 、 ド レ ン 室 ３ ２ に 連 通 し て い る 。 こ の 状 態 か
ら 、 ス プ ー ル ２ ７ が 図 面 に お け る 右 方 向 に 移 動 す る と 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 ３ ３ と 第 １ 通
路 ３ ７ が 連 通 し 、 高 圧 側 ポ ン プ 室 １ ３ ａ の 吐 出 圧 が 第 １ 圧 力 室 ７ に 導 か れ る こ と に な る 。
一 方 、 絞 り 溝 ３ ６ が 、 上 記 ド レ ン 室 ３ ２ と 連 通 し 、 第 ２ 通 路 ３ ８ が ド レ ン 室 ３ ２ と 連 通 す
る の で 、 第 ２ 圧 力 室 ８ の 圧 力 が タ ン ク Ｔ へ 逃 げ る こ と に な る 。
な お 、 図 中 、 符 号 ４ ０ の 絞 り は 、 上 記 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ の 圧 力 が 高 く な り す ぎ て 、 そ
の 圧 力 を ス プ ー ル ２ ７ 内 の 通 路 を 介 し て タ ン ク Ｔ へ 逃 が す 必 要 が 生 じ た と き に も 、 負 荷 側
へ の 供 給 流 量 が タ ン ク Ｔ へ 流 れ 込 ん で 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 機 構 Ｐ Ｓ へ 供 給 流 量 が 不 足 し
て し ま う こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
次 に 、 こ の 従 来 の ベ ー ン ポ ン プ の 作 用 を 説 明 す る 。
ま ず 、 駆 動 源 に よ っ て ロ ー タ ー ９ を 回 転 さ せ る と 、 遠 心 力 お よ び ベ ー ン １ ２ の 内 側 に 位 置
す る 背 圧 孔 の 背 圧 に よ っ て ベ ー ン １ ２ が 突 出 し 、 複 数 の ポ ン プ 室 １ ３ が 形 成 さ れ る 。 そ し
て 、 ポ ン プ 室 １ ３ の う ち ロ ー タ ー ９ の 回 転 に よ っ て 容 量 が 拡 大 す る 吸 い 込 み 側 ポ ン プ 室 １
３ ｂ に 作 動 油 が 吸 い 込 ま れ て 、 こ の 吸 い 込 み 側 ポ ン プ 室 １ ３ ｂ に 吸 い 込 ま れ た 作 動 油 が 、
ロ ー タ ー ９ の 回 転 に と も な っ て 圧 縮 さ れ 、 高 圧 側 の ポ ン プ 室 １ ３ ａ か ら ポ ン プ 吐 出 流 路 ２
３ に 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ポ ン プ 吐 出 流 路 ２ ３ に 吐 出 さ れ た 吐 出 油 は 、 絞 り 孔 ２ １ を 通 過 し て 、 吐 出 流 路 ２ ２ を 介 し
て 負 荷 で あ る パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 Ｐ Ｓ に 供 給 さ れ る 。
こ の よ う に し て 高 圧 側 ポ ン プ 室 １ ３ ａ か ら 吐 出 さ れ た 圧 油 が パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 Ｐ Ｓ
に 供 給 さ れ る と 、 絞 り 孔 ２ １ の 前 後 に 圧 力 差 が 生 じ る 。 そ し て 、 こ の 絞 り 孔 ２ １ の 上 流 側
の 圧 力 は 、 上 記 高 圧 側 ポ ン プ 室 １ ３ ａ か ら の 吐 出 圧 で あ る が 、 こ の 吐 出 圧 は 、 上 記 第 １ パ
イ ロ ッ ト 通 路 ３ ３ を 介 し て 制 御 バ ル ブ Ｂ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ に 導 か れ 、 絞 り 孔 ２ １ の
下 流 側 の 圧 力 が 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路 ３ ４ を 介 し て 制 御 バ ル ブ Ｂ の 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １
に 導 か れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し た が っ て 、 上 記 制 御 バ ル ブ Ｂ の ス プ ー ル ２ ７ に は 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ の パ イ ロ ッ ト
圧 に よ る 図 面 右 方 向 の 推 力 と 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ の パ イ ロ ッ ト 圧 お よ び ス プ リ ン グ ２
６ の 弾 性 力 に よ る 図 面 左 方 向 の 推 力 と が 作 用 す る 。 そ し て 、 こ れ ら 推 力 の バ ラ ン ス す る 位
置 に ス プ ー ル ２ ７ が 移 動 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 絞 り 孔 ２ １ の 前 後 の 差 圧 は 、 そ こ を 通 過 す る 流 量 に 比 例 す る た め 、 吐 出 量 の 少 な い 低
回 転 時 は 、 絞 り 孔 ２ １ 前 後 に 生 じ る 差 圧 も 小 さ い 。 そ の た め 、 制 御 バ ル ブ Ｂ は 、 ス プ リ ン
グ ２ ６ に よ っ て 、 図 ３ に 示 す 最 大 偏 心 位 置 を 保 つ 。 つ ま り 、 ポ ン プ が 低 回 転 し て い る 間 は
、 ポ ン プ 室 １ ３ の 容 量 に 変 化 が な い の で 、 吐 出 ポ ー ト １ ５ か ら 吐 出 さ れ る 流 量 は 、 図 ４ に
示 す よ う に ポ ン プ の 回 転 数 に 比 例 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 の 状 態 か ら ポ ン プ 回 転 数 が 上 昇 し 、 ポ ン プ 吐 出 量 が 増 大 す る と 、 絞 り 孔 ２ １ 前 後 の 差
圧 も 大 き く な る 。 そ し て 、 こ の 差 圧 に よ っ て ス プ ー ル ２ ７ に 作 用 す る 右 方 向 の 推 力 が 、 ス
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プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 よ り も 大 き く な る と 、 ス プ ー ル ２ ７ が 右 方 向 に 移 動 す る
。 そ の 結 果 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ と 第 １ 通 路 ３ ７ と が 連 通 し 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ の
圧 力 、 す な わ ち 、 高 圧 側 ポ ン プ 室 １ ３ ａ の 圧 力 が 、 第 １ 圧 力 室 ７ に 導 入 さ れ る 。 ま た 、 こ
の と き 第 ２ 圧 力 室 ８ が 、 第 ２ 通 路 か ら 、 絞 り 溝 ３ ６ 、 ド レ ン 室 ３ ２ を 介 し て タ ン ク Ｔ に 連
通 す る 。
し た が っ て 、 カ ム リ ン グ ４ は 、 第 １ 圧 力 室 ７ と 第 ２ 圧 力 室 ８ と の 差 圧 に よ り 発 生 す る 力 に
よ っ て 、 位 置 調 整 機 構 Ａ の ス プ リ ン グ １ ８ の 弾 性 力 と 釣 り 合 う 位 置 ま で 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 の よ う に し て 、 カ ム リ ン グ ４ が 右 方 向 に 回 動 す る と 、 左 側 の ポ ン プ 室 １ ３ の 容 積 変 化
量 が 小 さ く な り 、 ロ ー タ ー ９ の 一 回 転 当 た り の 押 し の け 容 積 も 減 る 。 ポ ン プ の 吐 出 量 と い
う の は 、 ロ ー タ ー ９ の 一 回 転 当 た り の 押 し の け 容 積 に 、 そ の 回 転 数 を か け あ わ せ た も の で
あ る た め 、 ロ ー タ ー ９ の 回 転 数 が あ る 程 度 上 昇 し て き た 時 点 、 例 え ば 回 転 数 Ｎ １ （ 図 ４ 参
照 ） で 、 そ の 一 回 転 当 た り の 押 し の け 容 積 が 徐 々 に 小 さ く な る 。 こ の よ う に 、 回 転 数 の 上
昇 に 伴 っ て 一 回 転 当 た り の 押 し の け 容 積 が 小 さ く な れ ば 、 吐 出 量 は 、 ロ ー タ ー ９ の 回 転 数
に 比 例 し な く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 吐 出 量 に 対 す る カ ム リ ン グ ４ の 偏 心 量 の 制 御 を 、 制 御 バ ル ブ Ｂ 、 第 １ ， 第 ２ 圧 力 室 ７
、 ８ の 圧 力 お よ び 絞 り 孔 ２ １ に よ っ て 行 う よ う に し て い る 。 し た が っ て 、 制 御 バ ル ブ Ｂ や
位 置 調 整 機 構 Ａ の ス プ リ ン グ ２ ６ や １ ８ の 弾 性 力 な ど の 設 定 に 応 じ て 、 ポ ン プ 運 転 中 の カ
ム リ ン グ ４ の 偏 心 量 を 制 御 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 記 絞 り ２ １ が 固 定 絞 り の 場 合 に
は 、 図 ４ に 示 す グ ラ フ ａ の よ う に 、 あ る 回 転 数 、 す な わ ち 、 回 転 数 Ｎ １ を 超 え た 時 点 か ら
、 そ の 吐 出 量 を 一 定 に 保 つ こ と も で き る 。 ま た 、 図 ３ の よ う に 、 上 記 絞 り 孔 ２ １ が 回 転 数
Ｎ １ を 超 え て か ら 開 度 を 減 少 さ せ る 可 変 絞 り の 場 合 に は 、 図 ４ の 一 点 鎖 線 で 示 し た グ ラ フ
ｂ の よ う に 回 転 数 Ｎ １ を 超 え る と 、 吐 出 量 を 減 少 さ せ る と い っ た ド ル ー ピ ン グ 特 性 を 実 現
す る こ と も で き る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ １ ２ ４ ９ 号 公 報
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 の よ う な ベ ー ン ポ ン プ で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 回 転 数 が 一 定 値 以 上 に な っ た と き に
、 吐 出 量 を 一 定 に し た り 、 ド ル ー ピ ン グ 特 性 に よ っ て 吐 出 量 を 多 少 落 と し た り す る こ と が
で き る 。 し か し 、 こ の 流 量 特 性 は 、 位 置 調 整 機 構 Ａ の ス プ リ ン グ １ ８ や 制 御 バ ル ブ Ｂ の ス
プ リ ン グ ２ ６ の 、 イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 や 、 上 記 位 置 調 整 機 構 Ａ に 形 成 し た 絞 り 孔 ２ １ の 大 き
さ な ど に よ っ て 固 定 的 に 決 ま っ て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
例 え ば 、 ベ ー ン ポ ン プ を 、 エ ン ジ ン を 駆 動 源 と し て パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 に 用 い た 場 合
、 操 舵 し て い な い と き に は 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 機 構 側 で は 、 ほ と ん ど 流 量 を 必 要 と し な
い 。 ま た 、 エ ン ジ ン 回 転 数 が 高 い 高 速 走 行 時 に は 、 低 速 走 行 時 に 比 べ て 流 量 を 必 要 と し な
い 。
し か し 、 図 ４ に 示 す よ う な 特 性 で は 、 操 舵 の 有 り 無 し に か か わ ら ず 、 エ ン ジ ン の 回 転 数 に
応 じ た 吐 出 量 が あ る の で 、 非 操 舵 時 や 、 高 回 転 時 に は 、 流 量 を 無 駄 に し て い た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 発 明 の 目 的 は 、 例 え ば 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 機 構 な ど の 負 荷 側 の 必 要 な 流 量 に 合 わ せ
て 、 任 意 に 吐 出 量 を 制 御 で き 、 エ ネ ル ギ ー ロ ス を 少 な く す る 可 変 容 量 型 ベ ー ン ポ ン プ を 提
供 す る こ と で あ る 。
ま た 、 別 の 目 的 は 、 そ の ベ ー ン ポ ン プ を 用 い て 、 エ ネ ル ギ ー ロ ス の 少 な い パ ワ ー ス テ ア リ
ン グ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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第 １ の 発 明 は 、 ボ デ ィ に 、 偏 心 量 を 可 変 に し た カ ム リ ン グ を 組 み 込 み 、 こ の カ ム リ ン グ で
、 そ の 外 周 に 第 １ 圧 力 室 と 第 ２ 圧 力 室 と を 区 画 し 、 ポ ン プ の 吐 出 側 と 負 荷 と の 間 に 設 け た
オ リ フ ィ ス と 、 端 部 を そ れ ぞ れ 第 １ 、 第 ２ の パ イ ロ ッ ト 室 に 臨 ま せ た ス プ ー ル を 組 み 込 む
と と も に 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 側 か ら 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 側 へ 弾 性 力 を 作 用 さ せ る ス プ リ ン グ
を 組 み 込 ん だ 制 御 バ ル ブ と を 備 え 、 こ の 制 御 バ ル ブ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 か ら 上 記 第 １ 圧 力
室 側 へ 圧 力 を 導 く 通 路 で あ っ て 上 記 ス プ ー ル の 移 動 に よ っ て 開 閉 す る 第 １ 通 路 を 形 成 す る
と と も に 、 上 記 第 ２ 圧 力 室 の 圧 力 を タ ン ク へ 抜 く 通 路 で あ っ て 上 記 ス プ ー ル の 移 動 に よ っ
て 開 度 が 変 化 す る 第 ２ 通 路 を 形 成 し 、 上 記 オ リ フ ィ ス の 上 流 側 の 圧 力 を 制 御 バ ル ブ の 第 １
パ イ ロ ッ ト 室 に 導 く 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 と 、 オ リ フ ィ ス の 下 流 側 の 圧 力 を 上 記 第 ２ パ イ ロ
ッ ト 室 に 導 く 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路 と を 形 成 し て な り 、 上 記 制 御 バ ル ブ は 、 上 記 オ リ フ ィ ス
前 後 の 差 圧 を 一 定 に 保 っ て カ ム リ ン グ の 偏 心 位 置 を 制 御 す る 構 成 に し た 可 変 容 量 型 ベ ー ン
ポ ン プ を 前 提 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 １ の 発 明 は 、 上 記 ベ ー ン ポ ン プ を 前 提 と し 、 上 記 制 御 バ ル ブ に 組 み 込 ん だ ス プ リ ン グ に
、 軸 方 向 に 移 動 可 能 な ロ ッ ド を 備 え た ソ レ ノ イ ド を 連 係 す る と と も に 、 こ の ソ レ ノ イ ド へ
の 通 電 量 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ を 備 え 、 上 記 ロ ッ ド の 移 動 に よ っ て 上 記 ス プ リ ン グ の イ
ニ シ ャ ル 弾 性 力 を 調 整 す る 構 成 に し た 点 に 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 ２ の 発 明 は 、 ボ デ ィ に 、 偏 心 量 を 可 変 に し た カ ム リ ン グ を 組 み 込 み 、 こ の カ ム リ ン グ で
、 そ の 外 周 に 第 １ 圧 力 室 と 第 ２ 圧 力 室 と を 区 画 し 、 ポ ン プ の 吐 出 側 と 負 荷 と の 間 に 設 け た
オ リ フ ィ ス と 、 端 部 を そ れ ぞ れ 第 １ 、 第 ２ の パ イ ロ ッ ト 室 に 臨 ま せ た ス プ ー ル を 組 み 込 む
と と も に 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 側 か ら 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 側 へ 弾 性 力 を 作 用 さ せ る ス プ リ ン グ
を 組 み 込 ん だ 制 御 バ ル ブ と を 備 え 、 こ の 制 御 バ ル ブ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 か ら 上 記 第 １ 圧 力
室 側 へ 圧 力 を 導 く 通 路 で あ っ て 上 記 ス プ ー ル の 移 動 に よ っ て 開 閉 す る 第 １ 通 路 を 形 成 す る
と と も に 、 上 記 第 ２ 圧 力 室 の 圧 力 を タ ン ク へ 抜 く 通 路 で あ っ て 上 記 ス プ ー ル の 移 動 に よ っ
て 開 度 が 変 化 す る 第 ２ 通 路 を 形 成 し 、 上 記 オ リ フ ィ ス の 上 流 側 の 圧 力 を 制 御 バ ル ブ の 第 １
パ イ ロ ッ ト 室 に 導 く 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 と 、 オ リ フ ィ ス の 下 流 側 の 圧 力 を 上 記 第 ２ パ イ ロ
ッ ト 室 に 導 く 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路 と を 形 成 し て な り 、 上 記 制 御 バ ル ブ は 、 上 記 オ リ フ ィ ス
前 後 の 差 圧 を 一 定 に 保 っ て カ ム リ ン グ の 偏 心 位 置 を 制 御 す る 構 成 に し た 可 変 容 量 型 ベ ー ン
ポ ン プ を 用 い た パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 を 前 提 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 ２ の 発 明 は 、 上 記 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 を 前 提 と し 、 上 記 制 御 バ ル ブ に 組 み 込 ん だ ス
プ リ ン グ に 、 軸 方 向 に 移 動 可 能 な ロ ッ ド を 備 え た ソ レ ノ イ ド を 連 係 す る と と も に 、 こ の ソ
レ ノ イ ド へ の 通 電 量 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ を 備 え 、 こ の コ ン ト ロ ー ラ に 、 車 両 の 走 行 状
況 を 検 出 す る 走 行 状 況 検 出 セ ン サ を 接 続 し 、 上 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 上 記 走 行 状 況 セ ン サ の
出 力 信 号 に 応 じ て 上 記 ソ レ ノ イ ド へ の 通 電 量 を 制 御 し 、 上 記 ロ ッ ド の 移 動 に よ っ て 上 記 ス
プ リ ン グ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 を 調 整 す る 構 成 に し た 点 に 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に 、 こ の 発 明 の ベ ー ン ポ ン プ を 用 い た パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 。
図 １ は 、 ベ ー ン ポ ン プ 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
そ し て 、 図 １ に 示 す ベ ー ン ポ ン プ の 構 成 要 素 の う ち 、 上 記 従 来 例 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 、
図 ３ と 同 じ 名 称 と 符 号 を 付 け て い る 。
こ の 第 １ 実 施 例 の ベ ー ン ポ ン プ は カ ム リ ン グ ４ を 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 そ の 偏 心 量 を 変
化 さ せ て 、 吐 出 量 を 変 化 さ せ る 可 変 容 量 型 ポ ン プ で あ り 、 第 １ 圧 力 室 ７ の 圧 力 と 第 ２ 圧 力
室 ８ の 圧 力 と の バ ラ ン ス に よ っ て カ ム リ ン グ ４ を 回 動 さ せ る 点 は 、 上 記 従 来 例 と 同 様 で あ
る 。
ま た 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 圧 力 室 ７ ， ８ の 圧 力 を 、 制 御 バ ル ブ Ｂ に よ っ て 制 御 し 、 こ の 制 御 バ
ル ブ Ｂ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ と 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ に 、 絞 り 孔 ２ １ の 上 流 側 圧 力 と 、
下 流 側 圧 力 を 導 く よ う に し て い る 点 も 従 来 例 と 同 様 で あ る 。 な お 、 上 記 絞 り 孔 ２ １ が 、 こ
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の 発 明 の オ リ フ ィ ス に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
た だ し 、 実 施 例 の ベ ー ン ポ ン プ で は 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ の 端 部 に ロ ッ ド ４ １ を 持 っ た
ソ レ ノ イ ド ４ ２ を 設 け て い る 。 ロ ッ ド ４ １ の 先 端 に は ピ ス ト ン ４ ３ を 備 え 、 こ の ピ ス ト ン
４ ３ を ス プ リ ン グ ２ ６ の 一 端 に 接 触 さ せ て い る 。 一 方 、 ロ ッ ド ４ １ の 他 端 側 に は 、 ス プ リ
ン グ ４ ４ を 設 け て 、 そ の 弾 性 力 を 上 記 ピ ス ト ン ４ １ に 作 用 さ せ て い る 。 な お 、 こ の 第 １ 実
施 例 で は 、 上 記 ピ ス ト ン ４ ３ の 外 周 と 組 み 付 け 穴 ２ ５ の 内 壁 と の 間 に 流 体 の 漏 れ は な い も
の と す る 。
図 示 の 状 態 で は 、 ソ レ ノ イ ド ４ ２ が 非 通 電 状 態 で 、 上 記 ス プ リ ン グ ４ ４ の 弾 性 力 が ピ ス ト
ン ４ ３ を 介 し て ス プ リ ン グ ２ ６ に 作 用 し 、 上 記 ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 を 決 め
て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
一 方 、 ソ レ ノ イ ド ４ ２ に 通 電 す る と 、 ロ ッ ド ４ １ が ソ レ ノ イ ド ４ ２ に 引 き つ け ら れ 、 ピ ス
ト ン ４ ３ も 後 退 し 、 上 記 ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 が 小 さ く な る よ う に し て い る
。
上 記 ソ レ ノ イ ド ４ ２ に は 、 そ の ド ラ イ バ ４ ５ を 接 続 し 、 ド ラ イ バ ４ ５ に は 、 こ の ド ラ イ バ
４ ５ を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ ４ ６ を 接 続 し て い る 。 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ラ ４ ６ に は 、 こ の
発 明 の 車 両 の 走 行 状 況 検 出 セ ン サ で あ る 舵 角 セ ン サ ４ ７ と 車 速 セ ン サ ４ ８ の 検 出 信 号 を 入
力 す る よ う に し て い る 。 従 っ て 、 上 記 コ ン ト ロ ー ラ ４ ６ が 、 舵 角 セ ン サ ４ ７ や 、 車 速 セ ン
サ ４ ８ の 出 力 に 応 じ て 、 ド ラ イ バ ４ ５ を 介 し て 、 ソ レ ノ イ ド ４ ２ の 通 電 量 を 制 御 す る よ う
に し て い る 。 そ し て 、 上 記 ソ レ ノ イ ド ４ ２ へ の 通 電 量 に 応 じ て 、 ピ ス ト ン ４ ３ の 位 置 が 変
化 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 下 に 、 第 １ 実 施 例 の 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。
上 記 コ ン ト ロ ー ラ ４ ６ か ら の 指 令 に 基 づ い て 、 ソ レ ノ イ ド ４ ２ が 非 通 電 状 態 の と き に は 、
上 記 ピ ス ト ン ４ ３ は 、 ス プ リ ン グ ４ ４ に よ っ て 、 ピ ス ト ン ４ ３ の 移 動 範 囲 に お い て 最 も 左
側 に 位 置 し 、 上 記 ス プ リ ン グ ２ ６ を 左 方 向 へ 押 圧 し て い る 。 し た が っ て 、 上 記 ス プ リ ン グ
２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 は 最 大 値 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 状 態 で 、 ロ ー タ ー ９ の 回 転 数 を 上 げ て ゆ く と き 、 例 え ば 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ の 圧
力 Ｐ １ 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ に 吐 出 流 路 ２ ２ か ら 導 か れ る 圧 力 Ｐ ２ 、 ス プ リ ン グ ２ ６ の
弾 性 力 を Ｐ ｓ と す る と 、 Ｐ １ ≧ ｛ Ｐ ２ ＋ 弾 性 力 Ｐ ｓ ｝ と な る ま で の 間 は 、 回 転 数 に 比 例 し
た 吐 出 量 と な る 。 つ ま り 、 ロ ー タ ー ９ の 回 転 数 を 上 げ て い く と 、 制 御 バ ル ブ Ｂ の 第 １ パ イ
ロ ッ ト 室 ３ ０ の 圧 力 Ｐ １ が 、 ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 Ｐ ｓ と 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室
の 圧 力 Ｐ ２ と の 和 ｛ Ｐ ２ ＋ 弾 性 力 Ｐ ｓ ｝ に う ち 勝 つ 回 転 数 Ｎ １ ま で は 、 回 転 数 に 吐 出 量 が
比 例 し 、 そ の 後 は 、 両 者 が バ ラ ン ス す る よ う に 、 ス プ ー ル ２ ７ が 移 動 し 、 カ ム リ ン グ ４ が
回 動 す る 。 こ の カ ム リ ン グ ４ の 回 動 に よ っ て 絞 り 孔 ２ １ が 小 さ く な る と 、 吐 出 量 が 下 が り
、 一 例 と し て 図 ４ に 示 す グ ラ フ ｂ の よ う な 流 量 特 性 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 上 記 ソ レ ノ イ ド ４ ２ に 通 電 し て 、 ピ ス ト ン ４ ３ を ソ レ ノ イ ド ４ ２ 側 に 後 退 さ せ る と
、 上 記 ス プ リ ン グ ２ ６ は 伸 張 し 、 そ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 Ｐ ｓ は 小 さ く な る 。
ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 Ｐ ｓ が 小 さ い 状 態 で 、 ロ ー タ ー ９ を 回 転 さ せ る と 、 上
記 イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 Ｐ ｓ が 大 き な と き と 比 べ て 、 低 い 回 転 数 で 、 制 御 バ ル ブ Ｂ の ス プ ー ル
２ ７ が 移 動 す る よ う に な る 。 な ぜ な ら 、 ス プ ー ル ２ ７ が 図 示 の 状 態 か ら 左 方 向 へ 移 動 す る
条 件 は 、 ｛ Ｐ １ － Ｐ ２ ｝ ＞ イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 Ｐ ｓ で あ る か ら 、 ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ
ル 弾 性 力 Ｐ ｓ が 、 小 さ く な れ ば 、 そ れ だ け 、 ｛ Ｐ １ － Ｐ ２ ｝ 、 す な わ ち 、 第 １ 、 第 ２ パ イ
ロ ッ ト 室 ３ ０ ， ３ １ の 圧 力 の 差 が 小 さ く て も 、 ス プ ー ル ２ ７ が 移 動 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 こ の 第 １ 実 施 例 で は 、 ピ ス ト ン ４ ３ の 外 周 と 制 御 バ ル ブ Ｂ の 組 み 付 け 穴 ２ ５ の 内 周
と の 間 に 流 体 の 漏 れ が な い よ う に し て い る た め 、 厳 密 に は 、 ピ ス ト ン ４ ３ の 位 置 に よ っ て
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、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ の 容 量 も 変 化 す る 。 つ ま り 、 ピ ス ト ン ４ ３ が ソ レ ノ イ ド ４ ２ に 引
き つ け ら れ て 、 右 側 へ 移 動 し た と き に は 、 ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 Ｐ ｓ が 小 さ
く な る と と も に 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ １ の 容 量 が 大 き く な り 、 そ の 分 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３
１ の 圧 力 Ｐ ２ が 下 が る こ と に な る 。 し た が っ て 、 さ ら に 、 ス プ ー ル ２ ７ が 右 側 へ 移 動 し 易
く な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に 、 第 １ 実 施 例 の ベ ー ン ポ ン プ で は 、 ソ レ ノ イ ド ４ ２ へ の 通 電 量 を 制 御 す る こ と
に よ り 、 上 記 ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 を 制 御 す る こ と が で き る 。 し か も 、 ソ レ
ノ イ ド ４ ２ へ の 通 電 量 は 、 コ ン ト ロ ー ラ ４ ６ に よ っ て 任 意 に 制 御 す る こ と が で き る の で 、
そ の 通 電 量 や 通 電 タ イ ミ ン グ に よ っ て 、 様 々 な 流 量 特 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。
そ し て 、 上 記 コ ン ト ロ ー ラ ４ ６ は 、 車 両 の 走 行 状 況 検 出 セ ン サ と し て の 舵 角 セ ン サ ４ ７ や
車 速 セ ン サ ４ ８ か ら の 検 出 信 号 に 応 じ て 、 上 記 ソ レ ノ イ ド ４ ２ を 制 御 す る こ と に よ り 、 パ
ワ ー ス テ ア リ ン グ 機 構 Ｐ Ｓ が 必 要 と す る 流 量 を 過 不 足 な く 供 給 し 、 従 来 の よ う な エ ネ ル ギ
ー ロ ス を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
例 え ば 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 機 構 Ｐ Ｓ で は 、 車 両 の 高 速 走 行 時 は 、 低 速 走 行 時 よ り も 、 必
要 な 圧 油 量 は 少 な い し 、 操 舵 し て い な い と き に は 、 ス タ ン バ イ 流 量 と し て 、 さ ら に 、 少 な
い 最 低 限 の 流 量 で 足 り る 。 そ こ で 、 コ ン ト ロ ー ラ ４ ６ が 、 車 速 セ ン サ ４ ８ の 検 出 信 号 に 基
づ い て 低 速 走 行 中 か 、 高 速 走 行 中 か を 判 断 し 、 舵 角 セ ン サ ４ ７ の 検 出 信 号 に 基 づ い て 操 舵
さ れ て い る か ど う か を 判 断 し 、 ソ レ ノ イ ド ４ ２ に よ っ て ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性
力 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
高 速 走 行 時 に は 、 ピ ス ト ン ４ ３ を 右 へ 移 動 さ せ て 、 ス プ ー ル ２ ７ を 右 へ 移 動 さ せ 、 カ ム リ
ン グ ４ を 右 へ 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 吐 出 量 を 落 と す 。 そ の 結 果 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 機
構 Ｐ Ｓ に 、 無 駄 な 流 量 を 供 給 し な い よ う に す る こ と が で き る 。
も ち ろ ん 、 舵 角 や 、 車 速 に よ っ て 、 必 要 と 判 断 し た 場 合 に は 、 ピ ス ト ン ４ ３ を 左 に 移 動 さ
せ 、 流 量 を 増 や す こ と も で き る 。
ま た 、 同 じ 車 速 で も 、 操 舵 し て い る と き と 、 し て い な い 時 に 、 供 給 す る 流 量 を 変 化 さ せ る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ２ に 示 す 第 ２ 実 施 例 は 、 ピ ス ト ン ４ ３ に 、 連 通 孔 ４ ９ を 形 成 し た 点 が 、 上 記 第 １ 実 施 例
と 異 な る 。 そ れ 以 外 は 、 上 記 第 １ 実 施 例 と 同 じ な の で 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
こ の 第 ２ 実 施 例 で は 、 上 記 ピ ス ト ン ４ ３ に 、 連 通 孔 ４ ９ を 形 成 し て い る の で 、 ピ ス ト ン ４
３ の 左 右 両 側 に 流 体 が 行 き 来 す る 。 つ ま り 、 ピ ス ト ン ４ ３ の 位 置 が 変 わ っ て も 、 第 ２ パ イ
ロ ッ ト 室 ３ １ の 容 量 は 変 化 し な い 。 厳 密 に は 、 ロ ッ ド ４ １ の 体 積 分 だ け 、 容 量 が 変 化 す る
こ と に な る が 、 そ の 変 化 は 非 常 に 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
従 っ て 、 こ の 第 ２ 実 施 例 で は 、 ソ レ ノ イ ド ４ ２ の 通 電 量 に 応 じ て ピ ス ト ン ４ ３ の 位 置 を 変
化 さ せ る こ と に よ っ て 、 ス プ リ ン グ ２ ６ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 Ｐ ｓ だ け を 変 化 さ せ る こ と に
な る 。
こ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力 Ｐ ｓ を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 機 構 Ｐ Ｓ が 必 要
と す る 流 量 を 吐 出 で き る 点 は 、 上 記 第 １ 実 施 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 実 施 例 で は 、 上 記 舵 角 セ ン サ ４ ７ お よ び 車 速 セ ン サ ４ ８ が 、 こ の 発
明 の 車 両 の 走 行 状 況 検 出 セ ン サ で あ る が 、 走 行 状 況 検 出 セ ン サ は 、 上 記 の も の に 限 ら な い
。 舵 角 速 度 セ ン サ や 、 操 舵 ト ル ク セ ン サ な ど 、 操 舵 状 況 を 検 出 す る 他 の セ ン サ を 用 い る こ
と も で き る 。 要 す る に 、 上 記 走 行 状 況 検 出 セ ン サ は 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 機 構 Ｐ Ｓ の 必 要
流 量 に 影 響 を 与 え る 車 両 状 況 を 検 出 す る セ ン サ で あ る 。
ま た 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 実 施 例 は 、 こ の 発 明 の ベ ー ン ポ ン プ を 用 い た パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装
置 の 例 で あ る が 、 上 記 ベ ー ン ポ ン プ は 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 だ け で な く 、 様 々 な 流 量
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特 性 を 必 要 と す る と こ ろ で 、 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
第 １ 、 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 制 御 バ ル ブ の 位 置 を 調 整 す る ス プ リ ン グ の イ ニ シ ャ ル 弾 性 力
を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 ベ ー ン ポ ン プ の 流 量 特 性 を 必 要 に 応 じ て 変 化 さ せ る こ と が で き
る 。 従 っ て 、 負 荷 が 必 要 と す る 流 量 だ け を 吐 出 し 、 エ ネ ル ギ ー ロ ス を 少 な く で き る 。
第 ２ の 発 明 で は 、 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 機 構 に 、 必 要 流 量 だ け を 、 上 記 第 １ の 発 明 よ り も 正
確 に 供 給 す る こ と が で き る 。 特 に 、 高 速 走 行 時 な ど 、 多 く の 流 量 を 必 要 と し な い 場 合 に も
、 供 給 流 量 を 絞 っ て 、 エ ネ ル ギ ー ロ ス を よ り 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 例 の パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 の ポ ン プ と 油 圧 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 例 の パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 の ポ ン プ と 油 圧 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 例 の パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 の ポ ン プ と 油 圧 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 の ベ ー ン ポ ン プ の 回 転 数 に 対 す る 吐 出 流 量 の 関 係 を 表 し た グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 ボ デ ィ
４ 　 　 　 　 カ ム リ ン グ
７ 　 　 　 　 第 １ 圧 力 室
８ 　 　 　 　 第 ２ 圧 力 室
１ ３ 　 　 　 ポ ン プ 室
２ １ 　 　 　 絞 り 孔
２ ２ 　 　 　 吐 出 流 路
２ ３ 　 　 　 ポ ン プ 吐 出 流 路
Ｂ 　 　 　 　 制 御 バ ル ブ
２ ６ 　 　 　 ス プ リ ン グ
２ ７ 　 　 　 ス プ ー ル
３ ０ 　 　 　 第 １ パ イ ロ ッ ト 室
３ １ 　 　 　 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室
３ ３ 　 　 　 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路
３ ４ 　 　 　 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路
３ ７ 　 　 　 第 １ 通 路
３ ８ 　 　 　 第 ２ 通 路
３ ９ 　 　 　 タ ン ク 流 路
４ １ 　 　 　 ロ ッ ド
４ ２ 　 　 　 ソ レ ノ イ ド
４ ３ 　 　 　 ピ ス ト ン
４ ６ 　 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
４ ７ 　 　 　 舵 角 セ ン サ
４ ８ 　 　 　 車 速 セ ン サ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(10) JP 2004-218529 A 2004.8.5



フロントページの続き

(72)発明者  清水　昇
            東京都港区浜松町二丁目４番１号　世界貿易センタービル　カヤバ工業株式会社内
Ｆターム(参考) 3H040 AA03  BB05  BB11  CC22  DD03  DD40 
　　　　 　　  3H044 AA02  BB05  CC21  DD03  DD33  DD35 

(11) JP 2004-218529 A 2004.8.5


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

